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会長挨拶 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう    よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

今年は３月に寒の戻りなどがあり、例年並みに開花を迎えた桜はずいぶん長く咲いて 

いました。岐阜市内の小・中学校では桜に迎えられての入学式でした。やっぱり入学式 

に桜は良く似合います。岐阜県で桜といえば、国の天然記念物に指定されています「根 

尾の淡墨桜」が有名です。樹齢１５００年もの古木ですが、春には今なお美しい桜の花 

を咲かせる名木です。先日、この淡墨桜を守るため保存会が様々な活動を行っていると 

いうニュースがテレビで放映されていました。地元の子どもたちと淡墨桜の種を拾って 

苗を作るというのが一番の仕事で、さらなる活動の一つが苗木の植樹。そして今最も力 

を入れておられるのがクローンの作成とのことでした。これまで保存会のメンバーが接 

ぎ木をしたクローン桜は８０本。そのうちの８本が発芽し、植樹したうちの４本が育ったそうです。ほかの

種が混じることなく淡墨桜の血統を１０００年後の人に渡すための素晴らしい活動です。その４本のうち１

本が淡墨公園内に植樹されているそうで、その後の成長を見てみたいです。皆様も機会がありました淡墨公

園を散策されてはいかがでしょう。 

 さて、代協活動も桜の開花と共に新しい年度となり、各支部の総会が開催されました。今年は１８日に開

催が集中し、すべての支部の総会に出席することはができませんでしたので、今後の各支部例会に参加でき

ればと思っています。委員会も活動が始まりました。最初の活動は２０日に行われました CSR 委員会を中心

とした長良川清掃です。ご参加いただきました皆様、早朝よりお疲れ様でした。今年も各支部、各委員会の

活発な活動をお願いいたします。 

 また、今年の岐阜県代協定時会員総会は５月１３日に開催いたします。記念セミナーは講師に（株）ティ

ア 代表取締役社長 冨安 徳久 氏をお迎えし、その後懇親会も開催いたしますので、たくさんの皆様のご

参加をお願いいたします。そして日本代協総会での発表となりますが、今年も努力目標としての「三冠王」

は継続されると思います。今年はすでに新会員３店が加入され、良いスタートが切れています。引き続きご

協力をいただきますようお願いいたします。 

 さらに日本代恊より「活力研」の議事録が発信されました。大手４社よりポイント制度に対する丁寧な説

明がありました。小田島会長からも「運用、チャネル間格差の問題を過去よりずっと伝え続けてきましたが、

その状況は動いた気がします。 顧客本位の業務運営を形に品質評価に軸が移ることは、オールチャネルで

切磋琢磨していく世界であり、より競争は厳しくなりますので代理店価値を高めるべくお取組み頂くことが

必要であり、そのためにも代協からの発信される情報に関心を持っていただければと思います」と報告があ

りました。日本代恊のホームページに「会員の皆様へ」→「会員専用書庫」に理事、委員会他の議事録、資

料がありますのでご利用ください。なお、閲覧にはＩＤ、パスワードが必要ですので県代協事務局までお尋

ねください。 

 最後に大阪で「万国博覧会」が始まり、私は縁あって早々に行ってまいりました。日帰りで滞在時間が短

かく見られるところに限りはありましたが、雰囲気は味わえました。各国との文化交流や世界の最先端技術

に直接触れられるめったにないせっかくの機会です。半年間開催されていますので、大阪・関西万博を目指

して、関西方面への旅を計画してみてください。行かないとわからない楽しさがあるかもしれません。 

１ｐ・・会長挨拶／目次                 ９ｐ・・『街道シリーズ』（郡上街道 31）松尾 一 
２ｐ・・スケジュール／事務局より         １０ｐ・・会員投稿 
３ｐ・・支部報告①                  １１ｐ・・提携事業者広告掲載① 
４ｐ・・支部報告②                １２ｐ・・提携事業者広告掲載② 
５ｐ・・代理店紹介                １３ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
６ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（227） ①     １４ｐ・・提携事業者広告掲載④  
７ｐ・・    ～保険ジャーナリスト ②     １５ｐ・・委員会報告／編集後記 

      



 

 

- 2 - 

８ｐ・・          中﨑章夫 ③  
 
 
 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

～事務局より ～ 

★２０２５年度 定時会員総会のご案内 

平素は代協活動にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて、岐阜県代協では、５月１３日（火）に定時会員総会開催いたします 

下記の通りご案内申し上げますのでご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

１．日  時 ２０２５年 ５月１３日（火） 

       ・受    付  午後 ２時００分～ 

        ・開    始  午後 ２時３０分～ 

              ・記念セミナー  午後 ４時００分～ 

                   『愛ある経営』 ～与えることが未来をつくる～ 

               講師  株式会社ティア 代表取締役社長 冨安 徳久 氏 

・懇 親 会  午後 ６時００分～ 

２．場  所 グランヴェール岐山  ２階 カルチャーホール（総会、記念セミナー） 

                  ３階 鳳凰の間（懇親会） 

 

なお、ご欠席の方はハガキの委任状欄に署名捺印をお忘れなくご記入いただき、 

お早目のご提出にご協力くださいますようお願いいたします。 

岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０  FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp    （担当：小川百合子）  

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

３ １８ 火 企画環境 委員会（１１：００～） Web 会議 

 １８ 火 飛騨 例会（１１：３０～） 魚菜 

 ２４ 月 岐阜 役員会（１２：００～） ひしの寿司 

４ １ 火 県代協 三役会（１０：００～） Web 会議 

 ２ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ３ 木 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂総合センター 

 ４ 金 飛騨 支部総会（１８：００～） ひだホテルプラザ 

 １０ 木 東濃 支部総会（１１：００～） みわ屋 

 １６ 水 広報機関誌 委員会（１３：００～） Web 会議 

 １８ 金 岐阜 支部総会（１４：００～） メディアコスモス 

 １８ 金 西濃 支部総会（１４：００～） スイトピアセンター 

 １８ 金 中濃 支部総会（１７：３０～） 昇月 

 ２０ 日 ＣＳＲ 第１回「長良川を美しくしよう運動」 長良川河畔 

５ ７ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ９ 金 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １３ 火 県代協 通常総会（１３：３０～） グランヴェール岐山 

 ２０ 火 ゴルフ同好会 ゴルフ同好会コンペ（９：２０～） 犬山カンツリー倶楽部 
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【岐阜支部４月活動報告】 

〇岐阜支部定時会員総会開催 

開催日時 ： ２０２５年 ４月１８日（金）１４：００～  開催場所 ： メディアコスモス 

参加者数 ： 総会 出席 ２１名  委任状 ４６名   

       セミナー  ２６名  懇親会 １９名    報告者名 ： 松野 亘芳 

  ≪内容≫ 

県代協より遠藤会長をお招きし、支部総会を開催しました。議長に後藤 哲裕氏、副議長に川島 邦

男氏が選任され全議案承認を得ることができました。 

１５：００より記念セミナーとして保険ジャーナリスト中崎章夫氏をお招きして 『新保険業法改正

から紐解く代理店の対応策』と題し、講演を行っていただき、会員、賛助会員の皆様併せて２６名が

参加いたしました。会員の皆様のためになる内容で好評をいただきました。その後１８：３０より岐

阜駅前 円相 カドにて岐阜支部懇親会が開かれました。会員、賛助会員、保険会社の皆様併せて１９ 

名の参加があり、皆様との交流ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西濃支部４月活動報告】                                             

〇西濃支部４月例会報告 

 開催日時 ： ２０２５年 ４月 ２日（水）１１：３０～   開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数 ： １８名 （正会員１５名、賛助会員３名）    報告者名 ： 中河 美智彦 

≪議題≫ 

①西濃支部総会出席依頼・・4/18（金）１４：００～ スイトピアセンター学習館にて 

             懇親会  １８：００～ 大垣駅前 いろはにほへとにて 

②連絡事項 

 ・提携事業者案内 ファブリカコミュニケーションズ、メットライフ生命、J-net レンタカーより 

③委員会報告 

 ・企画環境・・提携事業者交流会 ２０２５年度も開催予定 

 ・教育・・トータルプランナー資格取得促進、出前授業の学校紹介依頼 

 ・ＣＳＲ・・4/20（日）長良川清掃協力依頼 

 ・組織・・トミダ保険サービス様 4/1 新入会 

 ④その他・・三井住友海上火災とあいおいニッセイ同和合併（令和 27 年４月～） 

  ※次回例会 ２０２５年 ５月 ７日（水）１１：３０～ 大垣「五右衛門」にて 

 

〇西濃支部定時会員総会開催報告 

開催日時 ： ２０２５年 ４月１８日（金）１４：００～    

開催場所 ： スイトピアセンター  
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参加者数 ： 総会 出席１２名 委任状１９通 会員数３６名 ８６．１％、懇親会 １７名 

報告者名 ： 中河 美智彦 

≪内容≫ 

来賓に大嶽副会長をお迎えして、（株）ＭＳＧ保険 

サービス 河村氏に司会・進行をいただき、あい 

おいサポート（株）河合 徳彦 氏が議長に選任 

され、議案審議が行われました。審議の上、議案 

全て承認いただきました。総会終了後、大垣駅近 

くの「いろはにほへと 大垣駅前店」にて懇親を深 

めました。皆様のご協力に御礼申し上げます。 

 

【中濃支部４月活動報告】 

 〇中濃支部定時会員総会開催報告 

開催日時 ： ２０２５年 ４月１８日（金）１７：３０～  開催場所 ： 昇月 

参加者数 ： 総会 出席代理店 １６店  委任状 １１通、 懇親会 ２１名 

報告者名 ： 野村 幸弘 

≪内容≫ 

議長に（株）Good 保険オフィス  太田 淳三 氏が選出され、１号議案から４号議案まで採択され、副

支部長変更（(有)保険あらいぶ 福徳 歩樹氏）についても承認されました。総会後の懇親会２１名に

ご参加いただき最後まで盛り上がりました。２０２５年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

※次回例会 ６月１０日（火）１０：３０～ 場所 太田交流センターにて 

 【東濃支部４月活動報告】 

〇東濃支部定時会員総会開催報告 

開催日時 ： ２０２５年 ４月１０日（木） １１：００～    開催場所 ： みわ屋 

参加者数  ： 会員１４名、委任状１３名、来賓１名（福地副会長）合計１５名 

報告者名 ： 水野 智久 

≪内容≫ 

２０２５年度東濃支部定時総会を開催いたしました。出席１４名 委任状１３名、出席と委任状が

支部会員３７名の２分の１以上ですので総会は成立となり、議案を承認いただきましたので報告い

たします。  

※次回例会 ５月 ９日（金）１１：３０～ みわ屋にて  

  会場都合により、開催日が変更となります。ご注意の上、ご参集ください。 

【飛騨支部４月活動報告】 

〇飛騨支部総会開催報告 

 開催日時 ： ２０２５年 ４月 ４日（金） 

１８：００～ 総会 

１８：３０～ 懇親会 

 開催場所 ： ひだホテルプラザ 

参加者数 ： 総会 参加会員１２代理店 

 報告者名 ： 熊木 千夏 

 ≪内容≫ 

 県代協より常任理事 小栗孝一様にご参加いただき、 

飛騨支部３９回定時総会開催いたしました。 

２０２４年度年度事業報告、決算報告、２０２５年 

度活動計画案、予算計画案が承認されました。 
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岐阜支部 神谷 
 

＜代理店名＞ 

神谷 

 

＜所在地＞ 

〒５０１－１１２８ 

 岐阜市 洞 ９９４－２ 

電話 FAX ０５０－１１７５－０５１８ 

Mail kamiyart18@outlook.jp 

 

 

＜代表者＞ 

代表 神谷 亮太 

 

＜スタッフ＞ 

 ２名 

 

＜取扱保険会社＞ 

損保 日新火災海上保険（株） 

 

＜略歴＞ 

平成２０年９月 設立 

 

＜ひとこと＞ 

この度、代協に加盟しました。 

「車のよろずや神谷」  自動車販売店の兼業代理店です。 

お車に関するご相談、ご用命がありましたら、ぜひお声がけください。 

 

  

代理店紹介 
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中さんの保険諸国漫遊記（２２７） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

どうなる代理店制損保のこれからの進路 

ー 業法改正で代理店主導型から顧客主導型モデルへの転換迫られる 

 

◇春の恵のタケノコ掘り 

 今年は、２月、３月寒暖差が激しく暑い日があると思えば急に寒くなったりと天候が極端化している。

そのせいで、花木の開花時期にも影響し、梅や桜をはじめ開花時期が遅れたりもしている。とはいえ、

４月になると、一転、急に２５度越えの夏日が続くなど、春のシーズンが瞬く間に過ぎ去ってゆくよう

な展開で、まさに地球温暖化により、従来の四季のシーズンから春と秋が極端に短い亜熱帯性気候に移

り行くような展開となっている。 

 こんな感じだから、今年の春の恵みの竹の状況も気が気ではなかった。４月１８日の朝に茨城那珂市

の実家（自宅）の孟宗竹の竹林のタケノコの出具合が気になり、近くの直売所に電話し、タケノコの入

荷の有無を聞いたところ、例年よりは遅いものの数日前からタケノコが出品されているとのことで、ホ

ッとした。 

 １８日は岐阜県代協岐阜支部の記念セミナーで泊まった岐阜から午前１０時には戻り、車で常磐道を

走り、茨城那珂市の自宅へ戻り、自宅裏の竹林の様子をうかがうと、日当たりの良い周囲にタケノコが

出始めていた。しかし昨年は初日５０個ほど採れたが半分弱、これが裏年に当たるためか、単純に出遅

れているためか、分からない。 

 掘り上げたタケノコは、一部、親戚に宅配便で送ったが、掘り上げたものを直ぐに水からそのまま茹

で上げる。通常市販のものはあく抜きに米糠などを入れて茹でるが、

採れたてはそのままで大丈夫。タケノコの味噌汁（赤だし）は、身が

柔らかなのは当たり前で、なによりゆで汁から出たエキスが抜群にコ

クがあり旨いのだ。春のご褒美を堪能できたが、これは同時に、悩ま

しい毎月の草刈りの開始時期でもある。春はハルジオン、タンポポ、

スギナ、ホトケノザ、スズメノエンドウ、カラスノエンドウ等の野草

が庭に生え出て来る。これをエンジン式の刈り払機で刈り取らねばな

らない。今回は１泊２日であったため、１７００坪の敷地の半分もで

きなかったが、連休前半にも再度出かけるため残りの分は改めて行う

ことになる。今年のタケノコの状況もその時に改めて確認できるだろう。 

 

◇どうなる代理店制損保の進路 

 損保業界が新たな局面を迎えつつある。昨年の有識者会議論議（２０２４年１月～６月）とその集約

の報告書（２０２４年６月２５日）、さらには法改正を伴うテーマについての金融審・損保問題ワーキ

ンググループ論議（２０２４年９月～１２月）とその報告書（２０２４年１２月２５日）を経て業法改

正案にまで結晶化した方向性が目指すのは、顧客本位と適正競争という観点から業界体質と化した、代

理店主導の従来の取引慣行が、顧客主導に根底的に改められるからだ。 

これまでは、トップラインシェアを掲げ、どれだけ契約を獲得するか、収入保険料を積み上げられる

か、しかも商品・価格競争を回避し規模の大きな代理店獲得に偏重し、政策株の持ち合いや過度の便宜

供与合戦などの歪んだ競争が繰り広げられてきたが、こうした損保業界の業界風土・取引慣行に強烈な

Ｎ０が突き付けられた格好だ。 
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◇損保経営モデルの変革 

 ＭＳ＆ＡＤホールディングスは傘下の中核２損保（三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保）の２

年後の２０２７年４月合併に向けた準備に入ることを３月２８日に発表したことも、驚きをもって業界

では受け止められた。 

２０１０年にグループ内中核各２損保の機能別再編を掲げ、それぞれの得意・差別化市場を尊重し独

自性を活かした展開をとる一方、共通テーマでの標準化、統合による事業費圧縮も図ってきた。あいお

いニッセイ同和損保の場合、トヨタや日本生命との強固な独自の繋がりもあり、その調整も課題となっ

ていた。 

今回合併に踏み切った背景には、一連の代理店主導できた業界風土（例えば株の持合、ディーラーの

テリトリー制）への変革気運や商品・価格の適正競争に伴う企業収益構造の変革（国内事業と海外事業

の収益基準の統一化に伴う国内事業の見直し圧力）、事業費率の圧縮や商品・サービス開発のための新

たな基盤づくり、クラウド型システムへの大胆なシステム基盤転換等に強力なリーダーシップやガバナ

ンスが問われたことが背景にあったものとみられる。これらの事情は他の大手損保グループも同じであ

ることは看過してはならないところだ。 

 

◇保険業法改正動向と注目点 

 これからは軸足が代理店主導から顧客主導に大きく変わる。すでにそのための環境整備も始まってい

る。損保協会の第三者評価制度の創設や出向制度に関するガイドライン策定をはじめ多様な施策に基づ

く取り組みが具体化され出している。また３月７日の閣議決定で、保険業法改正法案の春の通常国会上

程もされており、この法案成立を待って、政省令や監督指針の改定によるルール整備の方向付けも金融

当局の事務年度内（６月末まで）に検討されるところとなろうが、そのルール明示やパブコメは年内が

目途になろう。 

 

◇顧客の最善利益義務と保険代理店の位置づけ 

 今回の法案化については、２０２３年１１月に改正された金融サービス提供法でＦＤ（顧客本位の業

務運営）７原則の第２原則とされた「顧客の最善利益を斟酌した公正・誠実義務」（いわゆる顧客の最

善利益義務）を法制化したことに留意しておく必要がある。 

これは従来の監督の在り方が、金融事業者―代理店―顧客という垂直型図式だったため、中間の代理

店を通じて間接的に顧客と接していたため、業界常識（自主的対応）にゆだねると、ともすると企業論

理、代理店重視、顧客軽視となってしまっていた。監督手法として、これを顧客起点に転換し、どれだ

け顧客価値を高めるかで、金融事業者が金融サービスのサプライチェーンとして、適正な競争と協調を

するように金融事業者ガバナンス強化にルールを大きく変更したからだ。 

この金融事業者には銀行、証券、保険会社とともに保険代理店が同列に位置付けられたことの意味は

重大だ。改正金融サービス提供法は、２０２４年１１月から施行されており、今後保険業法改正法案な

どにもこうした顧客の最善利益義務を前提にした対応が求められる。この法律自体に罰則規定はない

が、法施行に合わせ、保険の場合は、保険業法施行規則で、法令違反の場合、保険代理店にも保険会社

同様の行政処分が科されることになっていることには留意しておきたいところだ。 

 

◇法改正に伴い注目されるポイントは 

 保険業法改正法案に伴い、政省令や監督指針で具体化される主な項目は、特定大規模乗合保険募集人

（損保代理店）の定義や比較推奨における代理店判断を可能とする「ハ」方式の廃止（施行規則）伴う

具体的な方針、企業内代理店の構成員契約規制（自己物件の保有は５０％以内）の特例（１９９３年３

月３１日以前に登録した代理店は火災、自動車、傷害のみ対象、賠償責任や利益、サイバーなど新種は

対象外）の廃止がどのようになるか等実務上に大きく影響し、関心の高い項目も含め、内容が明確にな
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るのを待って、各保険会社も新たな方向を明示していくことになる。 

 

◇代理店手数料ポイントにみるチャネル政策の変化 

 すでに損保各社においては新たな代理店手数料ポイント制度を提示しつつあり、業務品質項目で過半

のウエイトのところも出ており、「品質重視」に力点を置いたものが目立っているが、その業務品質項

目に何を設定しているのか、にそれぞれの保険会社の経営スタンスが見て取れる。顧客の最善の利益と

いう観点をどのように反映したものとなるのか。代理店の自立度や業務能力の向上という点をどのよう

に反映したものとなるのか。ＤＸへの取り組みをどのように織り込むのか。またともすると顧客本位と

いうより保険会社の都合（保険会社事務効率への寄与）などに偏りがちなのをどうチェックするのか。 

 注目されるのが、今後、規模は大きくても、自立度が低い、実務能力に問題がある代理店でも、従来

優遇されてきた、いわゆる手数料評価面のダブルスタンダードをどのように見直してゆくのか。顧客主

導型に保険会社がスタンスを大きく変えることにより、今後の代理店施策がどのようになってゆくの

か、注目されるところでもある。 

 

◇損保会社の事業費率圧縮と代理店手数料 

 損保会社にとって、国内事業の収益率改善、とりわけ事業費率の圧縮という課題の追求は必至となろ

うが、とりあえずは、社費の圧縮努力は先行させるものの事業費構成

の過半を占める代理店手数料総ファンドの圧縮も当面、不公平な手数

料ポイント性の見直し・適正化に努め、その先に、どのような圧縮施

策をソフトランディングで打ち出していくのか、あるいはハードラン

ディングの選択をとるのか、注目されるところだろう。 

 というのも、今回の法改正では、商品・価格面での環境整備も予定

されている。損保各社間で本来の適正競争に軌道を大きく変えていく

際に、商品ラインごとに厳しい収益管理がグローバルな基準で求めら

れていくことは必至だろう。その際に事業費（社費プラス代理店手数

料から構成）の圧縮も課題となることは間違いなく、新規と更改手数

料を同水準とする現行の代理店手数料の在り方も改めて俎上にのぼ

っていくのだろう。その意味で、今から更改手数料の根拠付けをどう

するのか、代理店サイドでもしっかり詰めておく必要があろう。 

 

◇代理店ネットワークの優位性をどう高度化するか 

 代理店制をとる損保としては、顧客から信頼を得た代理店ネットワークという優位性を持っている

が、時代対応を図り、どのようにそのサービスを高品質化させ、ＤＸを活用しつつ効果的な価値創造を

図っていくか、また代理店と営業社員の二人三脚という従来モデルから顧客接点は代理店にゆだね、そ

のサポートに徹するモデルをどのように構想・構築できるか、保険のみならずリスクコンサルサービス

を中心に新たなビジネスモデル創出に向け、どのような代理店施策展開をとるのか注目される。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人）  
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『街道シリーズ』（郡上街道その 31） 

                                         松尾 一 

              大野城下から一乗谷へ 

 

美濃（越前）街道は、大野城下北から国道 158 号線に入り、大野市と福井市の境にある秤石峠とも坂戸峠

ともいう標高 220 メートルの花山峠に着きます。現在はトンネルとなっており、ほぼ同じ所に JR 越美南線

のトンネルもあります。この峠から宿場として栄えていた福井市計石（はかりいし）に入ります。 

ここからしばらくは、山の間を蛇行しながら流れている足羽川支流の羽生川沿い、JR 越美南線沿いに進み

ます。まもなく美濃（越前）街道は大宮につきます。この地にある大宮八幡には、都から奥州平泉藤原氏の

元に落ちていく源義経一行が納めたという円鏡が伝わっています。元々はかつて当地にあった大宮熊野神社

に納められていたものです。 

各地にある義経の都落ち伝説の地を繋ぐと、そのルートを辿ることができるかもしれませんね。 

美濃（越前）街道は、大宮から、縫原、薬師、そして丹生川と足羽川が合流する境寺、さらに朝谷島と進

み、獺（うそ）ヶ渕に着きます。獺（うそ）は、カワウソのことです。この淵の主であったカワウソが、里

人に、街道を切り通し、つまり街道の高いところを削って低くしたらどうかと教えてくれたという伝説が残

っています。 

そんな伝説が残る獺ヶ渕を後にして、若宮淵に着きます。若宮渕は、天正元年（1573）、朝倉義景が一乗谷

から大野に逃れる途中、家臣が妻子を道連れにして身を投げた渕といわれています。このあたりの足羽川沿

いには、朝倉氏の家臣が多く住んでいました。 

続いて、道元が開山した曹洞宗の名刹永平寺へ向

かう分岐点となっている高田、そして鳴滝を過ぎ、

宿布に着きます。宿布の足羽川の対岸、つまり南に

は朝倉氏の居城、一乗谷があります。一乗谷は、約

100 年間にわたって朝倉氏の居城だったところです。

城は東の山頂にあり、山麓には朝倉氏が住む御殿、

武家屋敷や、商人が住む町屋が立ち並び、さらに 40

数カ寺がありました。朝倉氏は時には美濃土岐氏と

縁戚関係になっていたとか、なにかと美濃と繋がり

が深いものがあります。 

(一乗谷朝倉氏遺跡) 

明智光秀は、岐阜城主織田信長の家臣なる前、この朝倉氏の元にいました。まだ光秀が無名の頃です。 

しかし、天正元年、朝倉義景は、織田信長によって滅ぼされてしまいました。 

美濃（越前）街道は、そんな歴史を持つ一乗谷を離れて、宿布に戻ります。 

 

 

                                          （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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会員投稿記事 

『ミャクミャク』 

 

ついに 4月 13日大阪・関西万博が開幕し、メディアでも連日報じられるようになりました。 

万博の公式キャラクターは「ミャクミャク」 

名前の由来は、生命の脈動や人類文明のつながりを表す「脈」という言葉からきています。 

細胞と水がひとつになった不思議な生き物であるミャクミャクの姿は、生命の根源を連想させ、その

名前は生命が続いていく音を表現しているかのよう。また「脈々」と受け継がれていく知恵や歴史、

文化への希望も込められています。 

からだの青い部分は、自在にかたちを変化させる「水」を、赤い部分は生命の象徴である「細胞」を

イメージしている。 

考案したのはデザイナー・絵本作家の山下浩平さん。昨年 3月、１８９８点の応募作の中から選ばれ

ました。「ミャクミャク」の愛称はその後、公募で決まりました。 

公式設定では、おっちょこちょいだが、人懐っこい性格で、特技は雨上がりに虹を見つけること。自

由に姿を変えられ、あらゆる生き物や物事と触れ合うことが好きだという。 

皆さんは、そんな「ミャクミャク」に会いに行きますか？ 

（東濃支部 安江 努） 
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ご自宅の隣が駐車場のため車が壁にぶつかり、何か所か
トタンが凹んでしまいました。 

凹んだ箇所を、張替えしました。 

＜ 今月の復旧事例 ＞   

 

 

 

 

＜ 場所 ＞岐阜 地域      

 

   

 

   

 

  

 

 

 

岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

             ホームステップ (株)イケダ  

電話番号変更になりました。 

 ０５８－２１３－３７３０（２４時間即日対応） 
 

 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 

車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   

●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 

●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 橋本 まで   ■■ 

TEL:052-219-8555 ／ FAX：052-228-2033    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 

 
施工前 

施工前 
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 ～レンタカーのご利用なら～   ＯＲＩＯＮ ＲＥＮＴA ＣＡＲ                                   

 

100 台以上の保有台数で国

産車から輸入車、4WD 車、

トラック、福祉車両までニ

ーズ合わせたレンタカーを

ご準備致します。 

 

あらかじめ打ち合わせした

車輛返却の日時に、お客様

ご指定の場所迄レンタカー

をお引き取りに伺います。 

 

スタッフがご担当者様に

代わり代車をご利用にな

るお客様と直接お車の選

定についてお話しするこ

とも可能です。 

 

お客様の車を迅速に、

ご指定の場所へレッカ

ー移動致します。 

 

快適にドライブ頂くため

に全車両にナビと ETC を

装備しております。 

 

返却時に全車両の消臭・抗

菌・防カビに入念な消毒作

業を行っております。 

当社は４月より、高山支店をオープンし、岐阜県

全域の対応が可能となりました！  降雪地区へ

の４WD 車対応、特殊車両、福祉車輛までお気軽に

お問い合わせください！！ 

オリオンレンタカー   株式会社 AVANTI             

TEL0120-502-933 FAX0586-58-7890        

本店 岐阜県各務原市川島渡町 281-3       

名古屋店 愛知県名古屋市西区名西 2 丁目 18-10-1  

多治見店 岐阜県多治見市本町 5 丁目 6-1 

高山店 岐阜県高山市千島町 1033-14 
ご依頼はフリーダイアル 0120-502-933 迄 
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委員会報告 

【ＣＳＲ委員会】 

○第１回「長良川を美しくしよう運動」参加報告 

日  時 ： ２０２５年 ４月２０日（日） 

 ７：００～ 

開催場所 ： 長良河川敷  

参加者数 ： ８名 

２０２５年度 長良川鵜飼開幕前の清掃ボラン 

ティア活動に参加いたしました。 

ごみ袋を手に空き缶やペットボトル、プラスチ 

ック製容器などを拾い集めました。 

今回は、住民や企業など７２団体約３千人が清 

掃活動に参加し、鵜飼い大橋から忠節橋までの 

両岸約４キロにわたり清掃活動に参加したとの 

ことです。 

協力いただきました皆様、ありがとうございました。 

                                （報告者 家田 圭市） 

 
 
編集後記 

先日４月１４日、１５日と春の高山祭が行われました。例年はこの時期高山は桜が８分咲 

から満開でちょうど見ごろなのですが、今年は遅くまで寒い日が続いたせいか４分５分咲 

位だったと思います。おまけに１５日の深夜には軽い積雪がありました。 

気候変動の関係かよくわかりませんが飛騨地域に住んでいますとこの時期寒暖差が半 

端ないですし、花粉や黄砂も飛んでて体調管理が大変です。 

皆さんも４月は年度替わりの時期でもありＧＷ明けくらいまでは何かとお忙しいと思いま 

すが、体調管理に気を付けてください。 

こちらは２０日くらいが桜の見ごろな感じで高山にもようやく穏やかな春が来るかな？ 

 

（飛騨支部 馬場 浩之） 

 

 

発行日／２０２５年 ４月２５日 

責任者／遠藤 昌克   発行／広報機関誌委員会 

〒501-0204 瑞穂市馬場春雨町 1-50-2 Tel 058-329-0050 Fax 058-329-0040 

E-mail : gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  http://gifudaikyo.or.jp/ 
【編集室メンバー】 
馬場 浩之、髙橋 励、熊木 千夏、後藤 哲裕、河村 拓也、山谷 庸二、安江 努、 
遠藤 昌克、森 信彦 

mailto:gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp
http://gifudaikyo.or.jp/

